2005年10月15日

各　位

観光と社会･文化の研究会(仮称)　

発起人　安村 克己 (奈良県立大学)

　　　　　　　　　　　　　　　　　 遠藤 英樹 (同上)

　　　　　　　　　　　　　　　　　 堀野 正人 (同上)

研究会発足のお知らせとお誘い

ようやく日差しも和らいできた今日この頃ですが、いかがお過ごしでしょうか。

さて、この度、私たちは有志を募り、「観光と社会･文化の研究会(仮称)」を発足させることといたしました。近年、わが国において、観光に関する学術的関心も徐々に高まりをみせてきました。しかし、これまでは、ともすれば実務的・実践的な視点からのアプローチに傾斜しがちであったように思われます。観光という現象を学問的に解き明かしていこうとするならば、社会や文化といった領域との連関を視野に入れ、それらの学問分野の理論的・実証的な先行研究を踏まえつつ、観光独自の問題に接近していくことも重要ではないでしょうか。

そこで本研究会は、観光を主に社会学・文化人類学などの人文科学的な視点から研究することを目的としています。同時に、この領域に関心を持つ研究者の全国的なネットワークを形成し、情報交換と親睦をはかることもめざしています。また、会の形態は堅苦しいものではなく、そのつど自由に参加でき、意見交換ができるようなフレキシブルなものを想定していますので、観光専門の研究者だけでなく、観光に関心をお持ちの方がたに広く開かれたものにしたいと考えています。

本研究会のこのような趣旨にご賛同くださる方、興味関心をお持ちくださる方に、是非ともご参加いただき、共に観光研究の展開と深化をはかっていきたいと考えております。

つきましては、下記のとおり、第１回研究会のご案内をいたしますので、ご多忙のこととは存じますが、こぞってご参加くださいますよう、お願い申し上げます。

　末筆ながら皆様の研究のご成就とご活躍を、心よりお祈り申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

第1回　研究会

日　時　 10月29日(土)　16:30~18:00

場　所　 奈良県立大学　３号館１階・会議室

発表者　 堀野正人(奈良県立大学)

題　目　 神戸における「港」の記号と都市観光

· 研究会後、大学近辺で懇親会(20:00頃まで)を予定しております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

